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奥田　子どもの頃からモノづくりの楽しさを知って

こられた桑名さんですが、NTTに入ってからもそ

うしたワクワク感を味わうことはできましたか。

桑名　もちろん今もワクワクしていますが、やはり

モノをつくっている時期はとても楽しかったですね。

奥田　いつ頃まで具体的なモノづくりに携わって

おられたのですか。

桑名　42歳くらいまでですね。モノづくりの現場

では、ある時期からプロジェクトマネジャーを任さ

れることが多かったですね。

奥田　それはどのようなプロジェクトですか。

桑名　例えば、1988年頃のことですが、コンピュ

ーターのダウンサイジングの流れに伴い、NTT内

でのソフトウェア開発環境を、サン・マイクロシス

テムズのUNIXワークステーションとTCP/IPの

技術を組み合わせて構築するというプロジェクト

に携わりました。五反田にあった現在のNTTコム

ウェアのビルに1500台ほどのワークステーション

を設置するという話で、実際にネットワークが動く

かどうか、アーキテクチャー構築と性能評価をし

ました。これは面白かったですね。

奥田　まさに技術革新の最先端で、その変化に立

ち会われたということですね。

桑名　そうですね。それから、1993年に赴任して

いた米国から日本のソフトウェア研究所に戻ってく

るのですが、それは研究所そのものが品川から武

蔵野に移転するというタイミングでした。その移転

先のビルが古いつくりだったので、そのビル全体

をソフトウェア開発や研究ができるような形に改装

することを任されました。

　プロジェクトチームをつくってリニューアルプラン

を検討し、天井裏と床をすべてつくり直すことにしま

した。このとき初めて二重床をつくり、ストラクチャ

ード・ワイヤリングを取り入れて、フロアの真ん中に

コンピューター制御室のようなものを設け、そこから

いつでも自分の好きなところにネットワークを張れる

パッチパネル方式のシステムをつくったのです。

　この研究所のリニューアルが無事に済んでから、

米国からサン・マイクロシステムズなどの技術者た

ちが視察に来たのですが、「このネットワークはよ

くできており、世界では上位2％以内に入る」と言

ってくれたんです。そういうことも、仕事を楽しく

してくれましたね。
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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

306人目

【横浜・みなとみらい発】桑名さんは、「第一志望の人生ではな
かった」とか「学生時代は全然勉強しなかった」といったやや
ネガティブな言葉をさらりと口にする。いわゆる自信満々の
経営者像とは対極にある感じだ。でも、人並外れた勉強や努
力を重ねてこられただろうことは、はたから見てもすぐわか
る。対談の終わりに「考えることが楽しい。でも、自分がやっ
ていることすらわかっていないのかもしれない」と語る桑名さ
んは哲学的ですらある。にこやかな対話の裏に深い思索が必
要なことを改めて思い知る。 （創刊編集長・奥田喜久男）
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BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

奥田　上位2％という評価は、どう捉えたらいいで

すか。

桑名　当時のサン・マイクロシステムズやシスコな

どと同等のネットワーク環境というところでしょうか。

奥田　まさに、世界トップクラスのネットワーク環

境をつくられたということですね。

奥田　これまで携わってこられたプロジェクトでの

アーキテクチャーの発想は、ご自身の頭脳から次々

に湧き上がってきて完結するものなのですか。

桑名　いいえ、そういうことはまったくありません。

私はプロジェクトマネジャーとして数多くの案件に

携わってきましたが、周囲の人たちの助けなしには

それぞれのプロジェクトを完遂することはできなか

ったと思います。

　本を読んで設計したり、世界の状況を調べても

っといいモノはないかと探したりすることはできま

すが、詳細な部分についてはそれぞれ専門があり、

自分ひとりでつくり上げることはできません。例え

ばネットワークシステムを構築する場合、おおま

かな全体像を描くことはできても、細かなケーブル

類の詳細設計までできるかといえば、それは私に

はできないわけです。

奥田　やはり、各分野の専門家の力を結集しない

とモノづくりは完結しないということですね。

　ところで桑名さんには、本紙の昨年8月30日号

「KEY PERSON」欄にご登場いただいています

が、その中で「研究の成果物がそのままビジネスに

結びつくかといえば、そうでないケースのほうが多

い」と述べられています。このくだりが頭の隅にず

っと引っかかっていたのですが、あらためてその理

由についてお話しいただけますか。

桑名　NTT研究所は相当に優秀な人材の集まり

だと自負していますが、それだけに、私の感覚では、

その研究内容は今の社会のニーズを考えると10年

くらい早いんです。当然ながら、研究者は早く成

果を世間に発表したいわけですが、新たな製品や

サービスに最も早くアクセスしようとするイノベー

ター層だけを対象にしても、ビジネスになりにくい

という現実があります。

奥田　もっとじっくり構えて、大きなマーケットを

狙わないと厳しいということですか。

桑名　なかなか我慢強く育てられないという側面は

ありますね。種を蒔いて芽が出ても、継続的に水や

肥料を与えなければ大きく育てることはできません。

奥田　もしかすると、他のメーカーとは役割が違

うのかもしれませんね。NTTの技術者は、既存の

モノを育てるよりもゼロから新たなモノを創造する

ほうが得意なのではないでしょうか。

桑名　その部分は、私にとって大きな課題だと考え

ています。ネットワーク以外、世界を席巻するよう

な大きなビジネスを育てられていないわけですから。

奥田　でも、NTTは通信分野における標準化を

はじめとして、国内の大メーカーを育ててきたと私

は見ています。業界を俯瞰してみると、NTTは国

内メーカーの“土壌”としての役割を果たしてきた

のではないかと感じます。

桑名　そういうご理解をいただけるとありがたいで

すね。

奥田　これまでNTTの技術の中枢で活躍され、

現在も要職を務めておられる桑名さんですが、今

後10年を見据えて、どんなことをしていかれますか。

桑名　最近考えているのは、新しいモノをつくる

ことよりも、どのようにして次代のスーパーエンジ

ニアをつくっていくのかということなんです。

　チームで助け合いながら仕事を進めることは大

切ですが、それ以上に重要なことは、ある分野に

おいてプロフェッショナルであることであり、それ

が生き残りにつながります。ですから、私はプロフ

ェッショナルになるための基本的な考え方を語り

続けなければならないと考えているんです。

奥田　プロを育てることも、これからの新しいモ

ノづくりに欠かすことはできないということですね。

今日はいいお話を聞くことができました。ますます

のご活躍を期待しております。

こぼれ話

　話を聞いていて、楽しさや嬉しさが存分に伝わってくる
ことがある。その時はこちらも楽しく、また嬉しくもなる。
それは桑名栄二さんが幼少の頃の話をされた時だった。林
業国の高知県にあって、お父上は木の苗を栽培する仕事
をしておられた。山奥であったという。苗を育てるための
施設や設備をすべてご自身で作られたそうだ。その作業過
程を見ていて「なんと楽しかったことか」と、柔らかに微笑
みながら思い出話をされた。親と子が織りなす回想シーン
は私の頭では映像となって回っていた。いい話だ。話の内
容はもちろんなのだが、それだけではない。楽しそうに語
るその様子に心を惹かれた。楽しさは存分に伝わってくる。
そんな時はこちらも同じ気分に浸れるから嬉しい。自分を
取り巻く空気感、もう少し大きくいえば“環境”が自分に与
える影響は絶大なのだと改めて思った。
　気分がほぐれると、会話もスムーズに運ぶ。それには訳
がある。対談の開始時刻になって桑名さんが部屋に入って
来られた。その時に感じた印象が、“怖かった”のである。
何かほかのことを考えながら、真剣な眼差しで入ってこら
れた。おそらくこの前の雰囲気を引きずってこられたのだ
ろうか。名刺交換をして、雑談めいた話を振りながら、少
しずつ本題に入った。NTTという国の通信技術インフラを
支える事業体の役割から、上京に至るまでの少年期の話
題へと話が及んだ。中学生から寮生活を経験して、勉強
漬けの毎日。医学部志望であったこと。医師志望が多い校
内の影響を受けていたが、いつの頃からかモノづくりに目
覚め、技術者を目指す。そこで父親の回想話へと続くわけ
だ。自宅には電気工事業者並みの設備が整っていて、近
所の家から電気関係の相談があると、出かけて行く。父親
がテレビアンテナを立てていた様子を楽しそうに話された。

こうしたエピソードを
聞きながら、お父さん
と同じような道を歩ん
でおられることを確信
する。なんだ親子そっ
くり、と独り言。
　対談企画『千人回
峰』は、「人とは何ぞ
や」という解を求め
ている。桑名さんは
高知で生まれ、現在
NTTテクノクロスの
社長だ。64歳。人には、
現在に至るまでにいくつの分岐点があり、分岐点には事の
重要度の温度差がある。自己判断もあれば、時の流れや、
運命と感じる時もある。美空ひばりの歌に『川の流れのよ
うに』がある。心に染みる好きな歌だ。『千人回峰』では、
人の歩む道を考え続けて300人を超える方々と語らってき
た。まだまだ暗中模索の探求の旅を続けているが、今一つ
確信し始めたことに、“遺伝子”の存在がある。この影響は
大きい、と感じている。見た目の容貌もそうだけれど、心
のあり方も然りだ。特に心の中の、コンピューター的にい
うと、オペレーティング・ソフトウェア（OS）はより近いも
のである、と考えている。人のOSはどのようにして成り立っ
ているのか。完成されたもので存在しているのか。後天的
に進化するものなのか。もし進化するとしたら、その遺伝
子コードは書き換えられるのか。桑名さんというソフト開発
のプロ中のプロと会話をしながら、頭の中ではあの名曲が
流れていた。「生きることは旅すること…」。

　　


